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都市環境学専攻 都市持続発展論講座

教授 中村 友昭
Prof. Tomoaki NAKAMURA

海岸保全施設が整備されている現在でも，津波や高波による沿岸災害が発生しています．また，再生可能
エネルギーとしての波エネルギーの活用も注目を集めています．気候変動に適応した沿岸域の防災・減災対
策に関する研究，持続可能な海岸侵食対策に関する研究，環境負荷の低減に向けた波力発電の開発に関する
研究などを水理実験・数値解析・現地観測により行っています．

• 大規模な水理実験施設：三次元高潮津波シミュレーションシステム，片面ガラス張り鋼製造波水槽，
コンクリート製幅広造波水槽の3つの造波水槽を活用して研究を行っています．

• 独自開発の3次元流体・構造・地形変化・地盤連成数値計算モデル(FS3M)：海岸工学分野で一般的に使用されている汎用の数
値計算モデルでは取り扱うことのできない波・浮体の運動・漂砂による地形変化・地盤の波浪応答の4者間の相互作用が解析
可能なモデルFS3Mを使った研究を行っています．

• 現地観測：三重県七里御浜井田海岸にネットワークカメラを
設置し，礫浜海岸の常時観測を行っています．

三次元高潮津波シミュレーション
システム（長さ28 m，幅22 m）

片面ガラス張り鋼製造波水槽
（長さ30 m，幅0.7 m）

底泥を含んだ黒い津波
による作用波力

津波の遡上・
越流解析

橋梁への津波の作用

浮遊ケーソンの波浪動揺 大型船舶の漂流

ネットワークカメラと撮影画像から作成したオルソ画像

消波ブロック被覆堤
下部の地盤侵食






